
6さが市議会だより第 87号（令和 6年 8月定例会）

決算審査報告
総
務
委
員
会

福
祉
教
育
委
員
会

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
　

保
険
給
付
費
等
交
付
金

〔
説
明
〕
中
山
間
地
域
を
エ
リ
ア
と

す
る
佐
賀
市
有
線
テ
レ
ビ
の
将
来
の

機
器
更
新
等
に
充
て
る
た
め
、月
額

使
用
料
の
う
ち
３
０
０
円
を
基
金
に

積
み
立
て
て
お
り
、令
和
５
年
度
末

の
基
金
残
高
は
約
９
０
０
０
万
円
で

あ
る
。

〔
質
問
〕
こ
の
基
金
の
積
み
立
て
は

い
つ
か
ら
開
始
し
、い
く
ら
使
っ
た

の
か
。

〔
答
弁
〕
平
成
22
年
か
ら
開
始
し
、
基

金
を
取
り
崩
し
た
実
績
は
な
い
。

〔
質
問
〕
光
回
線
の
環
境
が
な
い
こ

と
を
理
由
に
移
住
を
考
え
て
い
る
人

か
ら
敬
遠
さ
れ
て
い
る
と
聞
く
が
ど

う
か
。

〔
答
弁
〕
移
住
促
進
の
面
か
ら
も
、
通

信
環
境
の
整
備
は
必
要
と
考
え
て
い

る
。

〔
質
問
〕
基
金
の
在
り
方
を
再
考
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

〔
答
弁
〕
設
備
更
新
の
際
に
、
改
め

て
議
論
し
た
い
。

〔
質
問
〕
国
庫
補
助
事
業
で
あ
り
、従

来
型
の
幼
稚
園
と
幼
稚
園
型
認
定
こ

ど
も
園
が
補
助
対
象
に
含
ま
れ
て
い

な
い
が
、市
独
自
で
補
助
す
る
考
え

は
な
い
の
か
。

〔
答
弁
〕
以
前
は
幼
稚
園
と
保
育
園

で
所
管
省
庁
が
完
全
に
分
か
れ
て
い

た
が
、
現
在
は
基
本
的
に
同
じ
施
設

で
一
体
的
に
保
育
を
受
け
て
い
る
た

め
、
補
助
対
象
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

国
へ
強
く
要
望
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

〔
質
問
〕
全
国
大
会
等
に
参
加
す
る

代
表
チ
ー
ム
や
関
係
者
に
対
す
る
補

助
金
を
増
額
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

〔
答
弁
〕
昨
今
の
交
通
費
の
高
騰
等

〔
質
問
〕
県
か
ら
の
交
付
金
の
う
ち
、

保
険
者
努
力
支
援
分
と
は
な
に
か
。

〔
答
弁
〕
後
発
医
薬
品
の
推
進
や
、
重

複
服
薬
の
予
防
、
国
保
税
収
納
率
向

上
の
取
り
組
み
、
特
定
健
診
や
、
が

ん
検
診
の
受
診
率
な
ど
、
国
が
定
め

た
指
標
の
取
り
組
み
や
達
成
の
状
況

に
基
づ
い
て
評
価
し
、
そ
の
点
数
に

応
じ
て
交
付
額
が
決
ま
る
交
付
金
で

あ
る
。

〔
質
問
〕
指
標
の
達
成
状
況
は
、他
の

自
治
体
と
比
べ
て
ど
う
な
の
か
。

〔
答
弁
〕
特
定
健
診
の
実
施
率
に
つ

い
て
、
県
内
20
市
町
の
平
均
実
施
率

か
ら
増
額
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
大
会
へ
の
出
場
数
が
多
く
、
予

算
繰
り
に
苦
慮
し
て
い
る
。

〔
質
問
〕
今
後
、学
校
の
部
活
動
の
地

域
移
行
に
よ
る
社
会
体
育
活
動
の
拡

大
が
予
想
さ
れ
る
。予
算
枠
の
拡
大

等
も
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

〔
答
弁
〕
義
務
教
育
で
の
出
場
が
減

り
、
社
会
教
育
に
よ
る
出
場
が
増
え

て
き
て
い
る
た
め
、
教
育
委
員
会
と

予
算
枠
の
配
分
の
見
直
し
を
協
議
し

て
い
る
。

〔
審
査
結
果
〕
全
て
の
議
案
に
つ
い

て
、
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
。
第

81
号
議
案
に
つ
い
て
附
帯
決
議
案
を

全
会
一
致
で
可
決
。

が
40
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
佐
賀
市

は
32
・
６
％
と
な
っ
て
お
り
、
20
市

町
で
一
番
低
い
状
況
で
あ
る
。
一
方

で
、
本
市
の
保
険
者
努
力
支
援
制
度

全
体
の
得
点
率
は
１
７
４
１
自
治
体

中
４
２
９
位
で
あ
り
、
上
位
25
％
に

含
ま
れ
て
い
る
。
今
後
も
得
点
率
の

向
上
を
図
り
、
交
付
金
が
増
額
と
な

る
よ
う
努
め
た
い
。

〔
審
査
結
果
〕
全
て
の
議
案
に
つ
い

て
、
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

有
線
テ
レ
ビ
基
金
積
立
金

保
育
補
助
者
雇
上
強
化
事
業

競
技
ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業
費

みんなの代表を応援しよう！

医療費を抑制するためには予防医療の推進が重要です
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佐賀市では、決算を４つの常任委員会で分担して審査しています。
▶総　　務委員会：一般会計（歳入全款と歳出所管分）
▶福祉教育委員会：一般会計（歳出所管分）、国民健康保険特別会計、国民健康保険診療所特別会計、

　　　　　　　　後期高齢者医療特別会計、富士大和温泉病院事業会計
▶経済産業委員会：一般会計（歳出所管分）、自動車運送事業会計（市営バス）
▶建設環境委員会：一般会計（歳出所管分）、水道事業会計、工業用水道事業会計、下水道事業会計

経
済
産
業
委
員
会

建
設
環
境
委
員
会

〔
質
問
〕
特
定
外
来
生
物
の
水
草
の

効
果
的
な
除
去
の
時
期
を
把
握
し
て

い
る
の
か
。

〔
答
弁
〕
ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ

は
、
繁
茂
す
る
前
の
春
先
に
除
去
す

る
こ
と
が
有
効
。
浮
草
で
あ
る
ブ
ラ

ジ
ル
チ
ド
メ
グ
サ
は
冬
に
枯
れ
て
水

路
の
底
に
沈
み
、
取
り
除
く
際
、
泥

ま
で
す
く
っ
て
し
ま
う
た
め
、
浮
い

て
い
る
間
の
除
去
が
有
効
。

〔
質
問
〕
十
分
な
予
算
を
確
保
し
、成

果
を
上
げ
る
べ
き
で
は
。

〔
答
弁
〕
国
の
補
助
金
も
活
用
し
、
実

施
面
積
を
拡
大
し
な
が
ら
、
今
後
も

取
り
組
ん
で
い
く
。

〔
質
問
〕
長
い
間
取
り
組
ま
れ
て
き

て
い
る
が
、な
か
な
か
成
果
を
上
げ

ら
れ
て
い
な
い
。特
定
外
来
生
物
は

繁
殖
力
が
強
く
、除
去
し
て
も
翌
年

に
は
繁
茂
し
は
じ
め
て
い
る
。農
林

水
産
部
以
外
の
関
係
部
署
も
含
め
、

佐
賀
市
全
体
と
し
て
の
根
本
的
な
対

策
が
必
要
で
は
。

〔
答
弁
〕
特
に
生
命
力
が
強
い
ナ
ガ

エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
は
、
駆
除
が
非

常
に
難
し
く
、
相
当
な
手
間
や
費
用

を
要
す
る
。
一
度
に
市
内
全
域
で
駆

除
す
る
こ
と
は
、
物
理
的
に
も
大
変

困
難
で
、
処
分
も
非
常
に
手
間
が
か

〔
質
問
〕
地
域
猫
活
動
に
取
り
組
む

団
体
へ
の
助
成
額
が
、自
治
会
は
グ

ル
ー
プ
の
２
倍
で
あ
る
。グ
ル
ー
プ

で
も
熱
心
に
活
動
し
て
効
果
が
出
て

い
る
の
で
あ
れ
ば
、同
額
で
も
よ
い

の
で
は
な
い
か
。

〔
答
弁
〕
市
と
し
て
は
自
治
会
の
承
認

を
得
て
活
動
し
て
ほ
し
い
の
で
、
グ

ル
ー
プ
か
ら
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合

は
自
治
会
を
通
し
て
活
動
し
て
い
た

だ
く
よ
う
に
お
願
い
し
て
い
る
。
今

後
は
自
治
会
を
通
し
て
活
動
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
条
件
と
す
る
よ
う
、

制
度
を
改
正
す
る
こ
と
も
検
討
し
た

い
。

〔
質
問
〕
餌
代
の
補
助
に
関
し
て
、現

時
点
で
の
検
討
状
況
は
。

〔
答
弁
〕
情
報
収
集
に
努
め
て
い
る
段

階
で
あ
る
。
ま
だ
地
域
猫
活
動
を
し

て
い
な
い
自
治
会
も
あ
る
の
で
、
制

度
を
広
め
て
い
く
こ
と
に
注
力
し
た

い
。

〔
質
問
〕
春
日
北
校
区
で
令
和
５
年

８
月
か
ら
本
格
運
行
を
開
始
し
た
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
現
在
ま
で
の
状

況
は
。

〔
答
弁
〕
利
用
者
は
増
加
し
て
い
る

が
、
運
行
経
費
の
負
担
が
大
き
な
課

題
で
あ
る
。
市
か
ら
の
助
成
に
加
え

て
地
域
の
店
舗
や
企
業
等
か
ら
協
賛

金
を
募
り
運
行
を
維
持
さ
れ
て
い

る
。

〔
意
見
〕
春
日
北
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

の
取
り
組
み
は
、公
共
交
通
空
白
地

域
等
に
お
け
る
地
域
内
交
通
の
今
後

の
モ
デ
ル
の
一
つ
に
な
る
と
思
う
。

市
と
し
て
も
し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー
ト

し
て
ほ
し
い
。

〔
審
査
結
果
〕
全
て
の
議
案
に
つ
い

て
、
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

か
る
。
国
で
も
効
果
的
な
対
策
が
確

立
さ
れ
て
い
な
い
。
市
で
は
、
農
林

水
産
部
、環
境
部
、建
設
部
で
、毎
年
、

対
策
会
議
を
定
例
的
に
行
い
対
応
し

て
い
る
。

〔
意
見
〕
水
路
の
法
面
の
施
工
法
も
、

繁
茂
抑
制
の
観
点
で
検
討
す
る
べ

き
。

〔
審
査
結
果
〕
全
て
の
議
案
に
つ
い

て
、
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
。
第

81
号
議
案
に
つ
い
て
附
帯
決
議
案
を

全
会
一
致
で
可
決
。

水
草
除
去
事
業

猫
の
適
正
管
理
対
策
経
費

公
共
交
通
維
持
確
保
推
進
事
業

農業被害を防ぐためにも、効果的な対策の検討を！
（写真はイメージ）

春日北デマンドタクシー「きたきた号」
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総
務
委
員
会

福
祉
教
育
委
員
会

佐賀県立大学（仮称）の予定地は、佐賀総合庁舎敷地
内（佐賀市八丁畷町）

小学４年生以上の児童の完全受入れを目指します

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

委
託
料

調
査
分
析
等
委
託
料

〔
説
明
〕
県
が
7
月
23
日
に
佐
賀
県
立
大

学
（
仮
称
）の
予
定
地
を
公
表
し
た
こ
と

を
受
け
、大
学
を
拠
点
と
し
た
ま
ち
づ
く

り
等
を
検
討
す
る
た
め
の
調
査
研
究
等
経

費
と
し
て
計
上
し
た
。

〔
質
問
〕
県
議
会
で
大
学
設
置
の
議
決
も

経
て
い
な
い
。県
の
議
決
後
で
は
間
に
合

わ
な
い
の
か
。

〔
答
弁
〕
県
は
令
和
10
年
４
月
以
降
の
開

学
を
目
標
と
し
て
い
る
。
厳
し
い
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
中
、
市
も
県
と
歩
調
を
合
わ

せ
検
討
を
進
め
る
た
め
、
今
回
、
補
正
予

算
を
計
上
し
た
。

〔
質
問
〕
使
途
は
交
通
量
調
査
を
想
定
し

て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、県
の
負
担
で
行

う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

〔
答
弁
〕
県
と
の
連
携
協
定
で
、
道
路
整

備
な
ど
大
学
周
辺
の
環
境
づ
く
り
は
、
市

が
行
う
も
の
と
し
て
い
る
。

〔
質
問
〕
佐
賀
中
部
農
林
事
務
所
の
大
和

支
所
へ
の
移
転
を
調
整
中
と
の
こ
と
だ

が
、そ
れ
ら
の
調
査
も
含
む
の
か
。

〔
答
弁
〕
移
転
の
際
に
必
要
と
な
る
施
設

整
備
等
の
調
査
は
含
ん
で
い
な
い
。

〔
質
問
〕
ア
ク
セ
ス
道
路
に
課
題
が
多
い

が
、ど
う
対
応
す
る
の
か
。

〔
答
弁
〕
交
通
量
の
変
化
等
を
見
つ
つ
、

地
元
等
の
意
見
も
聞
い
て
対
応
し
た
い
。

〔
審
査
結
果
〕
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
、

可
決
ま
た
は
承
認
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

〔
概
要
〕
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
６
年
生

ま
で
の
完
全
受
け
入
れ
に
向
け
た
民
間
委

託
拡
大
の
取
り
組
み
。

〔
質
問
〕
民
間
委
託
し
た
児
童
ク
ラ
ブ
の

職
員
の
待
遇
は
、市
直
営
と
比
較
し
て
ど

う
か
。

〔
答
弁
〕
待
遇
面
で
大
き
な
差
は
な
い
。

〔
質
問
〕
民
間
委
託
す
れ
ば
職
員
を
確
保

で
き
る
と
考
え
る
根
拠
は
何
か
。

〔
答
弁
〕
民
間
は
職
員
募
集
に
関
す
る
情

報
発
信
を
専
門
的
に
分
析
し
な
が
ら
行
っ

て
お
り
、効
果
的
に
職
員
を
確
保
で
き
る
。

ま
た
、
事
業
者
内
で
職
員
の
勤
務
体
制
の

弾
力
的
な
運
用
な
ど
、
市
直
営
よ
り
も
効

率
的
に
事
業
を
運
営
で
き
る
と
考
え
て
い

る
。

〔
質
問
〕
直
営
と
比
べ
、
民
間
委
託
し
た

場
合
は
一
般
財
源
か
ら
の
支
出
が
年
間

２
０
０
０
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
る
が
、

直
営
を
続
け
る
こ
と
で
増
額
部
分
を
児
童

ク
ラ
ブ
職
員
の
処
遇
改
善
に
充
て
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
。

〔
答
弁
〕
現
状
、
児
童
ク
ラ
ブ
を
安
定
的

に
運
営
し
て
い
く
だ
け
の
人
員
体
制
が
確

保
で
き
て
い
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
た

め
、
民
間
の
力
を
借
り
な
が
ら
解
決
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

〔
審
査
結
果
〕
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
、

可
決
ま
た
は
承
認
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

委員会で審査した議案

委員会で審査した議案

●一般会計補正予算（第４号）（所管分）
●農村環境改善センター条例の改正
●手数料条例及び印鑑の登録及び証明に関す

る条例の改正
●久保田農村環境改善センター改修（建築）

工事請負契約の一部変更について
●財産の取得
●専決処分（一般会計補正予算（第３号）（所

管分））

●一般会計補正予算（第４号）（所管分）
●国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
●後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
●保健センター条例の改正
●老人福祉センター条例の改正
●久保田農村高齢者交流施設条例の廃止
●鍋島小学校校舎長寿命化改良（建築）工事

請負契約の締結
●専決処分（一般会計補正予算（第３号）（所

管分））

は、「令和６年度補正予算」です。

補

補

補

常任委員会の審査報告（決算以外）
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誘致企業の入居に備え、アイスクエアビルの改修工事を
します

常任委員会では、本会議から付託された議案や請願などについて審査を行っています。
８月定例会での各委員会の主な審査内容を紹介します。

ア
イ
ス
ク
エ
ア
ビ
ル

維
持
管
理
事
業
　

電
子
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト

発
行
事
業

〔
概
要
〕
誘
致
企
業
の
入
居
に
備
え
た
賃

貸
用
フ
ロ
ア
の
環
境
を
整
備
す
る
事
業
。

〔
説
明
〕
ア
イ
ス
ク
エ
ア
ビ
ル
の
４
階
に
、

今
年
３
月
に
進
出
協
定
を
締
結
し
た
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
パ
ッ
ケ
ー
ジ
開
発
・
販
売
の
株

式
会
社
プ
ロ
シ
ッ
プ
が
入
居
す
る
こ
と

に
な
っ
た
た
め
、フ
ロ
ア
改
修
工
事
を
行

う
。改
修
は
、間
仕
切
り
の
設
置
、ス
プ
リ

ン
ク
ラ
ー
や
電
気
等
の
工
事
を
予
定
し
て

い
る
。プ
ロ
シ
ッ
プ
社
は
、来
年
４
月
か
ら

入
居
予
定
で
、雇
用
計
画
に
合
わ
せ
て
、順

次
、貸
付
面
積
を
増
や
し
て
い
き
、令
和
13

年
４
月
か
ら
は
、４
階
全
面
を
貸
し
出
す

予
定
で
あ
る
。

〔
質
問
〕
１
坪
あ
た
り
の
賃
料
は
。

〔
答
弁
〕
令
和
５
年
度
の
算
出
で
、
９
１
３
４

円
（
税
抜
）
で
あ
る
。

〔
審
査
結
果
〕
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
、

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

〔
概
要
〕
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
市

民
の
移
動
支
援
と
公
共
交
通
の
利
用
促
進

を
図
る
た
め
、
国
の
物
価
高
騰
に
対
応
す

る
た
め
の
交
付
金
を
活
用
し
、
電
子
タ
ク

シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
２
０
０
０
円
分
を
市
民

２
万
人
に
対
し
て
発
行
す
る
。
申
し
込
み

は
市
公
式
ス
ー
パ
ー
ア
プ
リ
か
ら
で
、
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
す
る
。

〔
質
問
〕
事
業
に
参
加
で
き
る
市
内
の
タ

ク
シ
ー
事
業
者
は
配
車
ア
プ
リ
に
対
応
し

て
い
る
３
社
の
み
で
あ
り
、そ
の
他
の
事

業
者
と
の
差
が
広
が
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
。配
車
ア
プ
リ
導
入
に
向
け
た
事
業
者

支
援
を
進
め
る
の
が
先
で
は
な
い
か
。

〔
答
弁
〕
昨
年
度
、
配
車
ア
プ
リ
の
導
入

支
援
事
業
を
行
っ
た
が
、
事
業
に
取
り
組

ん
だ
事
業
者
は
３
社
の
み
だ
っ
た
。
市
内

の
タ
ク
シ
ー
事
業
者
全
体
を
底
上
げ
し
、

公
共
交
通
と
し
て
の
タ
ク
シ
ー
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
、
今
後
も
配
車
ア
プ
リ
の

導
入
な
ど
デ
ジ
タ
ル
化
の
取
り
組
み
へ
の

支
援
を
積
極
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

〔
見
直
し
の
概
要
〕
１
人
当
た
り
の
発
行

額
が
２
０
０
０
円
で
あ
れ
ば
、１
回
の
乗

車
で
使
い
切
っ
て
し
ま
い
、配
車
ア
プ
リ

の
浸
透
が
あ
ま
り
期
待
で
き
な
い
。ま
た
、

高
齢
者
、障
が
い
者
、妊
産
婦
な
ど
、よ
り

タ
ク
シ
ー
を
必
要
と
す
る
市
民
に
配
慮
し

た
内
容
に
す
べ
き
な
ど
の
意
見
が
多
数
出

た
た
め
、執
行
部
に
対
し
て
内
容
の
見
直

し
を
求
め
た
。そ
の
結
果
、１
人
当
た
り
の

発
行
額
を
２
０
０
０
円
か
ら
４
０
０
０
円

に
、発
行
人
数
を
２
万
人
か
ら
１
万
人
と

し
、応
募
の
状
況
に
応
じ
て
高
齢
者
、障
が

い
者
、妊
産
婦
に
配
慮
し
た
い
と
の
方
針

が
示
さ
れ
た
。

〔
審
査
結
果
〕
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
、

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。
第
90
号
議
案

の
電
子
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
発
行
事
業
に

つ
い
て
は
、
附
帯
決
議
を
付
す
こ
と
を
決

定
。

委員会で審査した議案

委員会で審査した議案

●一般会計補正予算（第４号）（所管分）
　▶ 米政策推進支援事業
●自動車運送事業会計補正予算（第２号）

●一般会計補正予算（第４号）（所管分）
●水道事業会計補正予算（第１号）
●下水道事業会計補正予算（第１号）
●市営住宅条例の改正
●水道事業会計未処分利益剰余金の処分
●市道路線の廃止
●市道路線の認定
●光法団地建替（建築）工事請負契約の

一部変更　　　
　　　　　　　　　　　　   その他 2 件

は、「令和６年度補正予算」です。

補

補

補

経
済
産
業
委
員
会

建
設
環
境
委
員
会
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決算議案・補正予算案に関する附帯決議

9月 4日 ( 閉会日 )、市長に附帯決議を提出

❶　決算議案に対する附帯決議

❷　補正予算案に対する附帯決議

有線テレビ基金積立金

水草除去事業

電子タクシーチケット発行事業

　令和６年８月定例会に提出された決算議案において、以下の３件の事業に対して、意見や提言を決議とし
て付しました。この附帯決議は、議会全体の意思として、次年度以降の予算や事業運営に反映することを求
めています。

　令和６年８月定例会に提出された一般会計補正予算案中、「電子タクシーチケット発行事業」に対し、特に
改善や留意を要すると判断し、意見を決議として付しました。この附帯決議は、議会全体の意思として、事
業運営に反映することを求めており、市が重く受け止めるべきものです。

⑴基金は、将来における設備の更新に充てる目
的で設立されたが、現在においても基金の計
画的な利用がされていない。基金の在り方の
検討を行うこと。

⑵今後、必要とされる新しい伝送路の整備につ
いて、基金の利用を含めた検討を行うこと。

⑴水草除去の予算執行について、効果が大きい時期に行うよう適
正な予算執行に努めること。

⑵水草を完全に除去するために、集中的に予算を投入するなど、
有効な対策を検討すること。

⑶水草除去については、庁内関係部署と連携し、対応方針を協議
して多面的に取り組むこと。

⑷地域住民、土地改良区、佐賀市水対策市民会議などの関係者と
連携を図り、水草防除策について積極的な情報収集及び検討を
行うこと。

⑸農業用水路の法面について、特定外来生物の繁茂抑制に有効な
施工法を検討すること。

事業の実施にあたり、以下の事項についての対応を求める。
⑴本事業の利用促進を図るため、一人当たり発行額を増額すること。
⑵応募者多数の場合、高齢者、障がい者、妊産婦等を優先する仕組み

をつくること。　
⑶事業の進捗状況について、適宜議会へ報告を行うこと。　

⑴現在の物価上昇などの社会情勢を勘案し、妥
当な補助額となるよう速やかに見直しを行う
こと。

⑵部活動の地域移行の進捗も踏まえながら、教
育委員会等関係部署との連携を図り、対応し
ていくこと。

Ｒ５決算

Ｒ５決算

Ｒ 6補正予算

競技スポーツ推進事業費
（各種大会出場補助経費）Ｒ５決算

詳細は、
   P6  総務委員会

詳細は、
   P6  総務委員会

詳細は、
   P7  経済産業委員会

詳細は、
   P9  建設環境委員会


